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八

日

『
作
　
文
　
指
　
導

『
作
文
指
導
論
』
は
、
野
地
潤
家
先
生
の
前
著

『
作
文
教
育
の
探
究
』
　
(
昭
和
4
7
年
7
月
2
0
日
へ
文

化
斗
・
.
川
出
I
"
)
　
V
.
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-
Z
*
"
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;
"
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「
作
:
y
圭
H
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歴
史
研
究
・
比
較
研
究
・
原
理
方
法
の
研
究
に
二
〇

年
ち
か
く
携
わ
っ
て
」
　
(
本
文
1
ペ
)
来
ら
れ
た
先

生
が
、
次
々
と
、
新
た
な
研
究
課
題
に
と
り
-
ま

れ
、
な
お
も
へ
先
生
自
ら
の
文
t
L
道
を
窮
め
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
、
書
き
続
け
へ
古
き
深
め
る

ど
実
践
の
中
を
b
t
作
文
学
習
・
指
導
の
基
本
、
原

理
・
方
法
を
凋
ら
か
に
さ
れ
'
さ
ら
に
残
っ
て
い
る

課
題
を
鋭
-
指
摘
し
て
'
今
後
の
研
究
・
実
践
の
あ

り
よ
う
を
展
望
し
示
唆
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
五
章
か
ら
成
り
、
ど
論
考
二
四
編
(
昭

和
3
3
年
1
0
月
か
ら
昭
和
4
8
年
1
月
ま
で
に
執
筆
・
発

表
さ
れ
た
も
の
)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
0
ま
た
本
譜

は
、
『
国
語
教
育
原
論
』
　
(
昭
和
4
8
年
2
月
1
0
日
へ

共
文
社
)
　
に
始
ま
っ
た
、
野
地
先
生
の
国
語
教
育
研

究
だ
召
全
六
巻
を
完
結
さ
せ
る
巻
で
も
あ
る
。

本
臼
の
内
容
は
'
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
O

I
　
作
文
指
導
の
原
理
と
方
法

一
言
語
表
現
に
お
け
る
思
考
と
創
造
の
関
連

-
芥
川
龍
之
介
の
震
災
に
関
す
る
文
章
群

を
中
心
に
-

二
　
〟
子
ど
も
″
　
に
お
け
る
〟
表
現
″
　
の
探
究

三
　
低
学
年
の
表
現
像
の
探
索

I
 
l
冊
C
'
v
?
り
方
V
2
-
か
,
r
I

四
　
中
学
年
の
表
現
橡
の
探
索

-
芦
田
恵
之
助
氏
の
ば
あ
い
-

五
　
高
学
年
の
表
現
橡
の
探
索

-
苅
池
真
鶴
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
い
-

詣
』

六ヒr
」九

Ⅲ

こ
れ
か
ら
の
作
文
指
導

二
年
生
の
作
文
指
導

I
三
つ
の
か
な
め
・
五
つ
の
ボ
イ
ン
-
-

詔
-
こ
と
の
き
び
し
さ
と
た
の
し
さ

読
書
指
導
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」

作
文
指
導
の
基
本
問
題

○
　
学
校
社
会
に
お
け
る
記
録
活
動
の
組
織
化

一
中
学
校
作
文
指
導
の
組
織
化

文
集
の
意
義
と
価
値

七　六五四三　二

文
集
に
よ
る
作
文
教
育
.

I
l
つ
の
学
習
史
-

文
集
の
個
性
と
価
値

文
集
の
生
命
と
価
値

文
集
の
ほ
ん
と
う
の
価
値

わ
た
-
し
の
見
た
実
践

-
広
島
市
八
木
小
学
校
-

文
集
勉
強
の
す
す
め

作
文
指
導
の
歩
み

A

大
正
初
期
の
作
文
教
育
論

-
垣
内
松
三
氏
の
ば
あ
い

1
九
　
佐
々
政
一
の
作
文
教
育

二
〇
　
昭
和
前
期
の
作
文
教
育

小目の作文-I-- -[J.

二
一
中
国
の
作
文
教
育

-
日
中
比
較
国
語
教
育
研
究
-

二
二
　
中
国
の
作
文
教
育

ー
「
文
苛
作
法
」

二
三
　
中
国
の
作
文
教
育

-
「
作
文
指
導
」

「
ま
え
が
き
」
の
中
で
、

を
中
心
に
I

を
中
心
に
-

野
地
先
生
は
、
第
-
葦

の
一
と
八
は
「
共
に
新
し
い
と
ら
え
か
た
を
目
ざ
し

た
も
の
で
'
そ
こ
で
の
自
己
発
見
を
今
後
も
だ
い
じ

に
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
]
と
述
べ
ら
れ
'

八
に
つ
い
て
は
、
「
昭
和
四
二
年
(
一
九
六
七
)
深

秋
'
母
を
な
-
し
た
直
後
の
悲
し
み
の
中
で
古
き
し

る
し
た
文
章
で
、
忘
れ
が
た
い
も
の
が
あ
ふ
れ
て
-

る
U
と
添
.
与
ら
れ
て
い
る
。
母
を
な
-
し
た
悲
し
み

は
深
く
'
顕
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
悲
し
み
に
溺

れ
る
こ
と
な
く
、
張
り
つ
め
た
心
で
、
研
究
課
題
に

ま
っ
す
ぐ
に
向
か
い
、
ル
ナ
-
ル
が
、
う
ま
い
、
美

し
い
、
正
確
な
1
句
を
求
め
、
簡
潔
で
味
わ
い
深
い

表
現
を
生
み
出
す
様
を
見
す
え
て
い
ら
れ
る
。
「
書

き
深
め
、
詔
-
こ
と
を
的
確
に
し
て
い
-
の
に
は
、

た
だ
書
-
だ
け
で
な
く
'
雷
-
こ
と
の
省
察
を
怠
ら

ぬ
こ
と
]
(
七
九
ペ
)
そ
の
結
果
、
先
生
の
文
章
と
ル

ナ
I
ル
の
こ
と
ば
と
が
t
体
と
な
り
響
き
あ
っ
て
、

先
生
の
自
在
な
筆
運
び
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
「
苔

-
こ
と
の
き
び
し
さ
と
楽
し
さ
」
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
文
章
で
あ
る
。

先
生
は
、
作
文
教
育
の
究
極
の
目
標
を
「
み
ず
か

ら
を
い
き
い
き
と
精
確
に
表
現
し
う
る
主
体
　
(
個

性
)
　
の
育
成
」
　
(
六
八
-
六
九
ペ
)
　
に
置
か
れ
、
そ

の
表
現
主
体
が
「
創
造
へ
の
種
子
の
受
胎
を
、
ど
の

よ
う
に
具
象
化
し
'
形
象
化
し
て
い
-
か
。
そ
の
努

力
と
苦
労
こ
そ
'
表
現
活
動
の
す
べ
て
で
あ
ろ
う
u

(
二
二
ペ
)
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。
「
相
手
を
あ
た

た
か
-
受
け
と
め
励
ま
し
、
自
己
に
は
あ
-
ま
で
も

放
し
-
'
目
的
に
応
じ
て
柔
軟
に
や
り
ぬ
-
よ
う

に
」
と
の
精
神
が
こ
の
か
で
も
㌫
か
れ
て
い
る
.

(
A
5
判
・
二
三
八
ペ
ー
ジ
・
二
二
〇
〇
円

昭
和
5
0
年
5
月
1
日
、
共
文
社
刊
)

(
木
下
紀
美
子
)
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